





本報告は、2015年11月5 Hにヴァンダー ビルト大学W.T．バンディーセンタ ー (W.T.Bandy
Center for Baudelaire and Modern French Studies)で行われたシンポジウム「カルチュラル ・ モ
ダニスムIV:日本におけるボー ドレ ール」(Cultural Modernism rv:Baudelaire in Japan)にお




本発表は、 ラフカディオ ・ハーン（小泉八雲、1850 - 1904)における、 アメリカ時代のボー ド
レールの受容と来日後の講義録に見られるボー ドレール評に関するものである。
実は、 ヴァンダー ビルト大学のボー ドレール研究の世界的権威であり、 上掲センタ ーの創設者で
もあるウィリアム ・ バンディが 1981年に来日した際に、 東京大学と島根大学で「ボー ドレールと
ハーン」というタイトルで講演を行なっている。 その翻訳は、 早稲田大学教授の池田雅之氏により
『想像力の比較文学』 に発表されており、 今回の発表を準備する際にも、 この論考は利用させてい
ただいた。












といえるだろう。 しかし、ハーンがその東京帝国大学における講義の中で、 ボー ドレールを始めと
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する様々な詩人 ・ 作家の作品を紹介しているのが、 日本で最初の紹介 ・ 言及であるというケースが
相当あることからも、 日本におけるフランス文学受容および研究のイニシエー タ ーの一人としても





ハー ンとフランス語またはフランス文学の関係を説明するために、 簡単にハー ンの生涯を概観し
ておく。 ハー ンは1850年、 英国軍医の父とギリシア人の母の元に、 ギリシアのレフカダ島で生ま
れ、 2歳の時に母とともにダプリンに渡る。 ハー ン4歳の時母親はギリシアに帰国するが、 これが
親子の永遠の別れとなった。 父は単身赴任が多く、 また早くに亡くなり、幼いハー ンを育てたのは
大叔母のプレナン夫人だった。 この大叔母がかなりの資産家で、 ハ ー ンをカトリック系の学校に学
ばせ、 ハー ンはまずそこでフランス語を学んだようである。 未だはっきりとした証拠は見つかって
いないが、 ハーンは13歳前後の時期にフランスのイヴトーの神学校に留学したという説もあり、
また、 それは大叔母が破産して学校をやめざるを得なかったハー ン16歳以降の頃であるという説
もある。 また、 ハー ンは19歳で仕事を求めてほぼ一文無しの状態で移民船でアメリカに渡るが、
その時に従来言われていたリヴァプールではなく、 フランスのルアーヴルからニュ ー ヨ ークに渡っ
たという説もあり、幼少時からハーンとフランスまたはフランス語が密接な関係にあったことは確
かなようである。 また、 とくにフランス滞在などせずとも、 当時の英国における富裕な階層で基本
的な中等教育を受ければ、 国際的に通用する社交用語としてのフランス語の習得はむしろ当然のこ
とであったともいえる。 いずれにせよ、 ハー ンのフランス語力の形成 ・ フランス滞在の有無、 フラ
ンス人脈の有無については、 今後実証の侯たれるところでもある。
ともあれ、 アメリカに渡ったハー ンは、 すでに相当のフランス語力を持っていたはずであり、 ジ
ャ ーナリストとして働く傍ら、 フランス文学のさまざまな作品、 とりわけゴー ティエやフロ ーベー
ルの小説、 ボードレー ルの散文詩の英語訳を発表している。 また、 ボードレー ルの散文詩に触発さ
れた随想を発表してもいる。 とりわけニュ ーオリンズに移住してからは、 フレンチ・クレオールの
世界に沈潜し、 また新聞記者としての収入も安定して、 多くの書籍を買い求めた。 ハー ンの旧蔵暑
は、 今日私の勤務校である富山大学の附属図書館が所有し、 ヘルン文庫と名付けられているが、 ニ
ュ ーオリンズ時代におよそ500冊の書物を購入したと言われている。 また、 来日直荊の二年間は仏
領西インド諸島、 とりわけマルティニークに長く滞在し、 現地の民話の聞き書きを行っている。 こ
の時の聞き書きの、 アルファベットによる音写や解釈の正確さから見て、 ハー ンはフランス語を自
由に読み書きできただけではなく、 おそらくかなり自由に聞き話すこともできたのではないかと考





の英文学科の講師となる。 また、 この年に帰化の申請が認められ正式に日本人となり、 セツとも正
式に結婚する。 これより1903年 3月までの8年間にわたり、 ハーンは東京帝国大学で英文学や英
文学史などの科目を担当することとなる。 当然のことながら、 ハーンの担当科目は英文学および英
文学史なのであったが、 それらの講義の中でハーンは、 何度となく、 ユゴー やボードレールといっ
たフランスの詩人に言及し、 その作品をフランス語で引用し、 説明的な英訳をつけた上で解説して






そのうち英語の本が1350冊、 フランス語の本は719冊ある。 これは、 当時の個人の蔵書としては
かなり多い方なのではないだろうか。 また、 この冊数だけからみても、 ハーンの教養あるいは学識
において、 フランス語の本の占める位置はかなり重要なのだといえるだろう。 また、 来日以降のハ
ーンの本の購入の仕方は、 自分の好きな本を散発的に買うといったものではなく、 たとえばバルザ
ックやミシュレの全集をまとめて購入するなどの、 いわゆる 「大人買い」が目立つのと同時に、 「文
学史」やアンソロジーなど、 学生たちにまんべんなく知識を伝授するために、 個人の嗜好を超えた
書籍の購入の仕方をしていることが分かる。 このような蔵書が講義のバックグラウンドを形成して
いることは確かであり、 また、 アメリカでジャ ー ナリストをしていた若く野心的な時代のハーンと、
日本で家族を成し教師となって成熟したハーンとで読書傾向が異なっているのは、 当然のこととも
言えるだろう。
ところで、 ヘルン文庫にはボードレールの著作は 3冊収められている。 うち1冊はハーンがアメ
リカ時代に購入し、 来日時にはアメリカの友人に託され、 小泉家に死後返却された『小散文詩集』
である。 残りの2冊はいずれも日本で購入したもので、 うち1冊は『悪の華』、 もう一冊は『小散
文詩集』である。 このことからも分かるように、 ハーンにとってボー ドレールは、『悪の華』のボ
ードレールではなく、『小散文詩集』のボードレールなのであり、 そのことについては東京帝国大
学の講義の中でも何度となく言及がある。 ハーンは『悪の華』のボー ドレールを 「いささか気の狂
った男」であるとし、 そのタイトルを 「毒の花とでも言った方がその内容を忠実に表している」と
言っている。 これに対してボー ドレールの『小散文詩集』のことは、 「すばらしい宝物」と評し、 「詩
の体裁をとったフランス語の並外れた資源を作り上げた(he extraordinary resources of the
French language in prose of pmtical form.）」あるいは 「この本の出版によって（新しい詩的散文
が見事に確立された(The new pmtical prose was fairly established by the publication of this
book)」とまで語っている。
ところで、 フランス文学史における詩的散文というか韻文詩の創始者といえば、 アロイジウス ・
ベルトランの名が即座に思い浮かぶ。 ハーンも講義の中でベルトランについても言及してはいるが、
その評価は、 当時エジンバラ大学の教授だったジョルジュ ・ セインズベリーの著書『フランス文学
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小史(Ashort history of French literature)』をほぼ踏襲したものであり、 特に独自の評価を下し





また、 ハーンのこのようなボー ドレールの散文詩への高評価については、 ハーン自身の作品への
影響もまた考えてみるべきものであろう。 ハーンは講義の中では幾度となくさまざまな「詩」を引
用し、 詩論を展開させているが、 自分の天分は本質的に散文にあり、 詩的な散文家としての理想を
ボー ドレールの文体に見ていた可能性がある。
ハーンはボー ドレールの散文詩「月の恵み 」を生涯に2度発表している。 ひとつはニ ュ ーオリン
ズ時代の1882年（ハーン32歳）にタイムズ・デモクラット紙に発表したもの、 もう一つは東京帝
国大学の講義の中で、推定1897年（ハー ン47歳）に学生たちにこの詩を紹介したものである。 こ
の二つの英訳は、 様々な点でいろいろ異なるものなのであるが、 中でも一番異なっている点が、 講
義録の英訳では、 省略されているということである。 この省略はおそらく意図的なものだと思われ





は、 ニ ュ ーオリンズ時代の英訳からすでに胚胎していたことではあるのですが、 英語には男性形と
女性形がないために、 母なる月が恩恵をもたらす相手であるtu の性別が、 様々な箇所で不分明に
なり、 さらに講義録の英訳では最後の一節がないためにその性が女性であると判断する材料がなく
なることになる。 そうすると、 月の恵みを受ける相手は男性である可能性も出てくることから、 実
は男性である自分自身もまた月の恵みを施されたものである、 という解釈も成り立つようになるの
である。 このことは強引なこじつけのように思われるかも知れないが、 ニ ュ ーオリンズ時代にハー
ンがボー ドレー ルの小散文詩集に感化されて発表した詩的散文による随想集(Fantastics, and
Other Fancies, Charles Woodard Hutson, 1911)には、 自らを月の恵みを施された者に同一視す
る空想が展開されている箇所がある。 そしてこの同じ随想の中では、 自分が月の恵みを受ける客体
に同一視されるのと同時に、 月は、 恵みを与える母なる存在から、 月光のもと亡霊のごとく発ち現
れる理想の女性、 幽霊妻(aphantom bride)に同一視されるものとして描かれているのである。
こうして考えてみると、 ハーンの物語に現れる女性たち、 たとえば『お貞の話』のお貞や、『雪
女』のお雪は、 必ずしもH本の伝承に由来する存在ではないのかも知れない。 実は、 ハーンが聞き
書きをしたクレオールの物語にも、 ヘルン文庫の蔵書でハーンが賂しい書き込みを行っている『ギ
リシア詞華集』の中にも、 先立った妻が亡霊として現れる話は見られるのである。 今後は、 アメリ
力時代の随想集におけるボー ドレールの影響をもう一度詳細にたどり直すと同時に、 日本の伝承か
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ら編み出されたといわれるハーンの物語を、 改めてその細部にわたって、 ボー ドレールその他のフ
ランス作家の影響の有無を含めて詳細に検討する必要があるのではないだろうか。
ところで、 この発表を行った翌日、 バンディ ・ センターの司書の方から、 バンディの遺したファ
イルの中に、 ハーンに関するものがあった、 という報告を受けた。 センターのスタッフも、 ハーン
については筆者が発表するまでよく知らなかったらしいのであるが、筆者の発表が終わってから気
になってバンディの遺稿を確認してみると、 ハーンに関する資料のファイルが幅にして10センチ
ほどある、 これほどの量の資料は、 ボー ドレールやポーを除いて他の作家には見られない量だ、 と
いう説明を受けた。 そこでシンポジウムの終わった翌日土曜日に朝からセンターに赴いて、 それら
の資料を見せていただいた。 ハーン関連の書籍の量は大したことがなかったが、 ハーンに関するフ
ァイルの中に、 まさしく 「ボー ドレールとハーン」と題したタイプ打ち原稿が 60 枚ほどあった。
それは、 いずれ本にまとめるつもりで清書したもののように思われ、 未だ草稿段階でバンディ自筆
による書き込みもあるものであった。 どうやら、1981年に来日して講演を行った後 、 さらに気に
なって網羅的な調査を行い、 出版を考えて原稿にしつつあったものなのではないかと考えられる。
バンディは198 9年に亡くなっているので、 それまで調査と執筆をつづけていたものと思われる。




ば、 バンディの見解によれば、 ハーンは、 日本における最初のボー ドレール紹介者であるだけでな
く、 アメリカにおいても、 ごく初期のボー ドレール紹介者であったのであり、 とりわけ小散文詩集
については、 ハーンがその卓越した読み手であったから、 という理由によるもののようである。 今
日のアメリカではほとんど忘れ去られた存在のハーンであるが、そのアメリカ時代の著作について
も精査する必要があるように思われる。また、バ ンディの草稿はおよそ60枚程度で終わっており、




に収められた「ウィリアム ・バンディー ヴァンダー ビルト大学 ・ ボー ドレールセンター」という報
告（初出 「詩論」第12号、 詩論社1988年） の中でもバンディが語っていることである。
シンポジウムの朝、 皆が来る前に、 センタ ーの呼び鈴が幾度となく鳴った、 と司書の方が語って
いた。 彼女は 「あれはバンディさんが鳴らしたのよ」と言っていたが、 筆者はひょっとしてバンデ
ィもさることながら、 ハーンもその場所に来ていて、バンディと出会ったのではないかと考えてい




東京帝国大学の講義録については、 Lafcadio Hearn, Complete lectures, On Art, Literature and 
Philosophy, edited by Ryji TANABE, Tesisaburo OCHIAI and lchiro NISHIZAKI, The 
Hokuseido Press, Kanda, Tokyo, 1932．を参照し、 引用も同書によった。
それ以外のハーンの著作については、 原則として The writingss of Lafcadio Hearn in Sixteen 
Volumes, Houghton Mifflin Company, Boston and New York, 1922 ．を参照した。
また、 T.W．バンディにおける「ボー ドレールおよびハ ー ン」に関係する著作として、
池田雅之『想像力の比較文学 フォ ー クロア ・ ジャポニズム ・ モダニスム』成文堂、 1999 年、 長
野隆『長野隆著作集（参）エッセイ他』和泉書院、 2002 年がある。
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